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農地中間管理事業評価委員会における事業評価及び意見について

１ 令和７年度農地中間管理事業の評価について

関係機関と連携し、国事業を活用した基盤整備の促進に寄与したほか、組織

体制の強化やリスク管理、事務の簡素化に取り組み、農地バンク制度の本格運

用開始に伴う事業量の急増について、的確に対応できていると評価できる。

２ 今後の取組に関する意見について

農地バンクの機能のより一層の発揮に向け、次の項目に留意して事業展開を

図られたい。

１ 担い手のニーズを起点とした、国・農地中間管理機構関連圃場整備事業

や県・耕作放棄地フル活用事業等農地改良事業の推進により、農地マッチ

ング機能の強化による担い手への農地の集積、集約を促進すること。

２ 地権者の世代交代等により近年増加傾向で地域農業の発展の妨げとなっ

ている所有者不明農地等について、農業委員会等と連携して農地利用の最

適化を進めること。

３ 業務量の増加や未収金の対応など、今後予測される機構リスクに対し、

全国農地保有合理化協会や他県機構との連携を密にし、組織体制の強化を

進めるとともに、必要な予算や制度措置について国、県に働きかけること。


